














 世界人口（2016 年 1 月 7日 11：00 時点）は 73 億人で、1分間に約 137 人（1日で 20 万
人）の割合で増加している。人口が 60億人を超えたのが 2000 年で、たった 10 年後の 2011
年には 70 億人になり、今世紀半ばの 2050 年には 90 億人、2100 年に 100 億人と推測されて
いる。 
































インドネシアの人口は 2.4 億人と非常に多く、その 6割以上が国土の 6％に満たないジャ
ワ島に居住している。過去 30 年間で人口は約 1.6 倍になっている。最終エネルギー消費量
はこの 30 年で約 4.6 倍の増え方をしている(図 1)。それだけ経済成長をしている国である。 
インドネシアの中間層（1 日の収支が＄2～＄20）は 1999 年にはたった 25％しかいなか
ったが、2009 年は 43％、1 年後の 2010 年には 57％になっており、いかにダイナミックに
経済成長しているかがわかる。中間層の中には 1日の収支が＄2～＄4と少ない層が多いが、
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図 2 インドネシア主要都市のカンポン住宅地 
























































































































































図 6 農村部に現存する木造高床式マレーハウス 







































図 6 農村部に現存する木造高床式マレーハウス 
図 7 歴史都市に残る中華系ショップハウス 
7 
3.3 中華系ショップハウスにおける実測 


















気温を測ると、外気温が最高 34～35 度、最低 26～28 度くらいの条件下で、ショップハ
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 日本における現在の暮らしは、エネルギー消費に立脚し、成り立っています。東日本大
震災を継起に、今一度、素の暮らしを考えなおすとてもよい機会となりました。 
 久保田先生のアジア建築の事例と環境調節機構の紹介は、かつての日本の姿、また失わ
れてきた無形の豊かさなどを考える問題提起であった。自然環境を建築物に取り組むには、
酒井先生が設計事例を紹介されたように、自然の摂理を理解して、形に取り組む意思が必
要であろう。また質疑において、自然環境を美しく豊かであるという感性こそが、エネル
ギー消費に依存しない、自然と対話する環境建築に必要なものと気づかせていただきまし
た。 
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